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研究成果の概要（和文）：高齢者や要介護高齢者の口腔の状態は複雑であることが予想され、全身所見や局所所
見のみならず、高齢者の心理的な面、介護する側の面、社会的な面など、他覚的な面からも意見、問題点、改善
点を収集し、現状よりも解決する方法や歯科治療が特異的に関与できる点をクローズアップし、歯科医師として
高齢化社会に貢献する礎を作ることを目的とした。札幌市内にあるA病院のデイケアに通院している要介護高齢
者25名（平均年齢86.48歳、男性13名、女性12名）の情報を収集した。口腔関連QOL(GOHAI)と摂食嚥下質問表か
ら、GOHAIが低い人ほど摂食嚥下障害に問題があることが判明した。

研究成果の概要（英文）：It is expected that the condition of the oral cavity of elderly people and 
elderly people who require long-term care is complicated, not only the whole-body findings and local
 findings but also the psychological aspects of the elderly, the side of nursing care, social 
aspects, etc. We also collect opinions, problems and improvements from the intuition side, close up 
the way we can solve it more than the current situation and the point that dental treatment can be 
specifically involved and make a corner to contribute to the aging society as a dentist It was aimed
 at. We collected information on 25 elderly people requiring long-term care (visiting age 86.48 
years old, male 13, male female 12) visiting day care in A hospital in Sapporo city. From oral 
cavity - related quality of life (GOHAI) and feeding swallow questionnaire, it was found that people
 with lower GOHAI had problems with eating dysphagia.

研究分野： 高齢者歯科

キーワード： 高齢者　要介護高齢者　口腔管理　超高齢社会
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１．研究開始当初の背景 
高齢者や要介護高齢者の口腔は欠損や

う蝕、歯周病の進行により複雑化してい
る。それに加え、多数の全身疾患も併発
していることを考えると、歯科治療介入
は困難となっているのが現状である。
1994 年当時の厚生省が発表した「21 世紀
福祉ビジョン」によると、2000 年には寝
たきり高齢者は約 140 万人、要介護高齢
者は約 280 万人、 2025 年には寝たきり
高齢者が約 270 万人、要介護高齢者は約
520 万人に達すると推定されている。か
つての平均寿命の短かった時代とは異な
り、長寿社会では介護の問題は特別なこ
とではなく、誰にでも起こりうる日常的
な問題となっている。この問題は深刻で、
通院可能な高齢者だけでなく、通院困難
な高齢者に対する歯科保健の関わりや歯
科医療のあり方にも大きく影響を及ぼす
と考えられる。今後もさらに増加してい
くと予想されている高齢者や要介護高齢
者に対しても、QOL の向上は重要とされ
ている。こうした中、QOL と口腔関連 QOL
との関連は報告されており、口腔内状況
を改善していくことが、QOL の向上に大
きく寄与する可能性が示唆されている。
また、高齢者や要介護高齢者において、
歯科治療が口腔関連 QOL を向上させると
の先行研究からも、超高齢社会において、
QOL 向上に対する歯科の役割は大きいと
いえる。口腔関連 QOL は、機能的、心理
的、社会的、疼痛や不快症状の 4 つの要
素から成り立っており、さまざまな要因
が関わりあった複合概念であり、口腔の
健康に関連した包括的な項目で構成され
ている。他の口腔関連 QOL 尺度と比較し
て、心理・社会面の状態が測定結果によ
りよく反映されることが知られている。
また、高齢者における QOL に関する過去
の報告においても、口腔内状態や生活環
境などが口腔関連 QOL に影響を与えるこ
とが示されている。 
 
２．研究の目的 
高齢者や要介護高齢者の口腔管理を行

う上で全身所見や局所所見のみならず、
高齢者の心理的な面、介護する側の面、
社会的な面など、他覚的な面からも意見、
問題点、改善点を収集する。さらにそれ
を解決する方法や歯科治療が特異的に関
与できる点をクローズアップし、歯科医
師として高齢化社会に貢献する礎を作る
ことを目的とする。 
 

３．研究の方法 
札幌市内にあるA病院のデイケアに通

院している要介護高齢者に協力を依頼し、
同意が得られた要介護高齢者の情報を収
集することにした。対象者の年齢、通所
期間、性別、要介護度、食事形態につい

ては、通所記録の閲覧により情報を得る
こととした。摂食・嚥下機能の評価には、
水飲みテストと互換性があるとされてい
る聖隷式摂食嚥下質問表を用いた。口腔
関連QOLについてはGOHAIの質問表を用い
た。GOHAIは過去3か月間における口腔に
起因する問題の発生頻度を問うもので、
12の質問項目と5段階のLikert Scaleによ
る選択肢で構成され、各項目の合計点で
評価し、最低点は12点、最高点は60点で
ある。スコアが高い人ほどQOLが高いこと
を示している。（対象である高齢者は読み
書きが困難な方もいると想定しており、
その場合の対応として質問内容をインタ
ビュー形式で行う。）残存歯と補綴状況に
ついては観察調査を行うこととした。 
 
４．研究成果 
札幌市内にある A 病院のデイケアに通

院している要介護高齢者 25 名（平均年齢
86.48 歳、男性 13 名、女性 12 名）の情
報を収集した。要介護高齢者の区分は、
前期高齢者 1名（男性 1名）、後期高齢者
9名（男性 8名、女性 1名）、超高齢者 15
名（男性 4名、女性 11 名）と超高齢者が
60%を占めていた。通院期間は平均 46.7
か月であり、最短通院期間は 2 か月、最
長通院期間は 96 か月であった。  
また要介護度は、要支援 1.2 が 14 名、

要介護 1が 9名、要介護 2が 1名、4が 1
名で、要支援 1、2、要介護 1 が 60%を占
めていた。口腔内の状態は、14 名で診察
でき、その半数が総義歯や部分床義歯を
使用していた。残りの 11 名は口腔内の診
察を何らかの理由により、希望されなか
った。調査時より 2 か月前の体重減少や
発熱や肺炎の既往がある者は少なく、体
調は良好に日常生活を過ごされていた。
また、ほとんどの者が常食を摂取してい
た。摂食嚥下の評価として、聖隷式摂食
嚥下質問表により摂食嚥下障害の有無の
調査を行った。摂食嚥下の評価結果は、
摂食嚥下障害有と評価された者は 35%、
摂食嚥下障害の疑い有りと今日かされた
者は 60%であり、95%が摂食嚥下障害に問
題があるということが判明した。また、
口腔関連 QOL(GOHAI)では、平均スコアが
49.4 であり、全国平均スコア 55 と比較
すると、今回の要介護高齢者は全国平均
より少し低い値であった。GOHAI が平均
スコア 49.4 より低い群と高い群に分け、
摂食嚥下の評価との関係をみたところ、
GOHAI が低い群は、摂食嚥下障害有り、
疑いの評価であった者 60%で認められ、
GOHAI が全国平均より低い者ほど、摂食
嚥下障害に問題があるということが判明
した。GOHAI が平均スコアより低い群と
介護度に関しては特に関連は認めなかっ
た。 
GOHAI はハイスコアであるほど QOL が



高いと評価されるものである。全国規模
で行われた GOHAI の調査では、年齢が上
がるほど、平均スコアは低下していく傾
向にあり、調査対象の最高年齢層である
70 歳代の平均スコアは 50.8 との報告が
ある。今回情報を収集した要介護高齢者
では、85 歳以上の超高齢者が 15 名であ
り全体の 60%であり、GOHAI の平均スコア
が 49.4 と低値であったと考えられた。口
腔関連 QOL は年齢が上がるにつれて一様
に低下していくものではないとの報告も
あるが、今回の対象者では年齢以外の他
に何かスコアを低くする原因があった可
能性が考えられた。 
摂食・嚥下機能との関連について、在

宅要介護高齢者を対象とした研究では、
口腔関連 QOL は摂食・嚥下機能とのみ関
連していると報告している。本調査では、
聖隷式摂食嚥下質問表からの調査である
が、GOHAI が低い群は、摂食嚥下障害有
り、疑いと 60%で認められ、GOHAI が全国
平均より低い人ほど、摂食嚥下障害に問
題があるということが判明した。したが
って、要介護高齢者の口腔関連 QOL は、
摂食・嚥下機能と関連していることが考
えられる。 
口腔関連 QOL は主観的幸福感との関連

も認められていることから、口腔関連QOL
を向上させることは高齢者自身の QOL を
向上させることに繋がる可能性が高く、
全ての要介護高齢者に対し、現状以上に
摂食・嚥下機能向上への支援を行ってい
くことが重要であると考えられる。本調
査では、口腔乾燥に対しては、柿の木に
よる分類で確認したが、50%で重度口腔乾
燥であることが判明した。重度口腔乾燥
症は、摂食や会話、睡眠などに支障をき
たし、QOL が著しく阻害されることが知
られている。さらに、唾液には IgA やリ
ゾチーム、ラクトフェリンなどが含まれ
ており、それらは免疫機能や抗菌作用を
有するため、唾液分泌が低下すると口腔
細菌叢の構成に影響を与えることが考え
られる。口腔乾燥症患者では、口腔の自
浄作用や抗菌作用が低下し、カンジダ症
や歯周病に罹患するリスクが高くなると
も言われている。また、嚥下障害が有る
者では、口腔細菌の肺への流入に伴い、
誤嚥性肺炎を引き起こす可能性もあるこ
とから、高齢者の口腔ケアは重要視され
ている。口腔には多数の細菌が存在し、
細菌叢を形成しているが、口腔乾燥状態
などの環境が変化すれば細菌叢も影響を
うけることが想定され、細菌叢の変化か
らさらに病態に影響する可能性も考えら
れる。口腔乾燥症患者の口腔細菌につい
ては、
Streptococcus,Lactobacillus,Fusobact
erium や Prevotella が検出されている。
また、放射線治療によって唾液分泌量が

低下した患者の口腔細菌叢を調査した報
告では、カンジダ、Enterococcusおよび
Lactobacillisが多く検出されている。
唾液にはリゾチーム、ペルオキシダーゼ
などの抗菌成分が含まれており、口腔細
菌のバランスを保っているが、乾燥状態
で唾液の成分が不足していることも、口
腔細菌叢のパターンに影響すると考えら
れる。口腔細菌は、口腔内で単独に存在
するのではなく、共凝集を起こして、そ
れらが相互作用しながら存在している。
また、常在菌には、病原菌などの好まし
くない菌の増殖を抑える働きがあり、抗
菌剤等で常在菌を駆逐した場合、カンジ
ダ症など、菌交代現象が起こると報告さ
れている。このような常在菌間または常
在菌と病原菌の複雑な相互作用によって
バランスを保っていると考えられる。重
度の口腔乾燥症患者においても菌の種類
が極端に単純化することはなく、さまざ
まな菌種が存在して、乾燥した環境下で
のバランスを保っていることも報告され
ている。Haemophilus influenazaeは肺
炎原因菌のひとつであり、
Peptostreptococcus や Eubacteriumuも
誤嚥性肺炎患者から検出されることから、
肺炎起因菌であると考えられる。肺炎は
罹患率、死亡率ともに高い疾患であり、
厚生労働省の人口動態統計によると、
2011年の死因第3位となっている重要な
疾患である。これを年齢層別にみてみる
と、罹患率、死亡率ともに高齢者は圧倒
的に高く、85 歳以上の高齢者は性別にか
かわらず若年成人の 1,000 倍以上にも達
する。高齢者の肺炎は予防が極めて重要
であり、積極的なワクチン接種と口腔ケ
アが推奨される。これは、主として唾液
誤嚥つまり口腔内細菌の誤嚥予防にある
と考えられている。実際、就寝中には唾
液誤嚥が多いこと、食物に比較して唾液
は嚥下しにくいこと、禁食にしても誤嚥
性肺炎の発症を抑えることができないこ
と、誤嚥性肺炎患者の肺から検出された
細菌には口腔内細菌が多いことなどから
考えても、口腔内細菌を減少させること
が誤嚥性肺炎予防に役立つと考えられる。
中でも、アルツハイマー病や脳血管障害
などの脳疾患に罹患することの多い高齢
者では、睡眠中の不顕性誤嚥による誤嚥
性肺炎のリスクが高いことが知られてい
る。不顕性誤嚥に対しては唾液誤嚥の際
に問題になる口腔内細菌の繁殖を防ぐた
めには、口腔ケアが推奨されている。ま
た、口腔内細菌は日内変動が多いことか
ら、より効果的な時間帯に口腔ケアを行
うことが、効果的な誤嚥性肺炎予防につ
ながると考えられる。 
今回調査に協力して頂いた A病院デイ

ケアに通院中の要介護高齢者は、要介護
度も低く、要支援、要介護 1の者が多く



自立していると思われた。しかしほとん
どの者が、85 歳以上の超高齢者でため、
全身の健康状態は日常生活に支障はなく
ても、何らかの理由により何かが起これ
ば日常生活に支障をきたす可能性が考え
られた。口腔内の状態に関しても、平成
23 年歯科疾患実態調査と比較すると、
8020 達成率は 40.2%であったが、今回の
調査では義歯使用者が半数以上であった
ため、全国平均よりも下回っていること
が予想された。GOHAI スコアの国民標準
値と差があったため、口腔関連 QOL にお
いては標準より低かった。また、摂食嚥
下障害に関しても、口腔関連との質問で
Aや Bを回答する者が多かったため、口
腔内に問題がある可能性が予想された。
本来であれば、定期的な歯科検診をして
いる者ほど、喪失歯が少なくなるとの報
告もされているが、何らかの理由により、
定期的な歯科通院が困難である者がほと
んどであった。自立し日常生活に支障な
く活動出来ていても、口腔関連 QOL が低
い者がいることが今回の調査で判明した。
通所デイケアや定期的な医科への通院が
出来ていても、歯科への通院は中々困難
で有る者もいたため、通所デイケアの中
でも、口腔機能向上の訓練や体操などを
積極的に取り入れつつ、また、口腔内の
トラブルが見分けられるような、観察的
項目を具体的に作製した方が、要介護高
齢者の口腔機能向上につながることが考
えられた。 
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